
「
漱
石
遺
墨
」
に
つ
い
て

　

ご
紹
介
し
た
資
料
は
、
昨
年
五
月
に
専
修
大
学
創
立
者
の
一
人
・
田
尻
稲
次

郎
の
ご
子
孫
か
ら
大
学
史
資
料
課
に
寄
託
い
た
だ
い
た
も
の
で
、
こ
こ
で
は
簡

単
な
書
誌
情
報
を
含
め
て
解
説
を
付
す
こ
と
と
す
る
。

　

本
資
料
は
縦
二
四
セ
ン
チ
、
横
一
八
セ
ン
チ
の
折
本
仕
立
の
画
帖
で
あ
る
。

作
者
は
そ
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
近
代
日
本
を
代
表
す
る
小
説
家
で

あ
る
夏
目
漱
石
（
一
八
六
七
―
一
九
一
六
）。
画
帖
の
詳
細
に
つ
い
て
は
全
丁

を
写
真
で
紹
介
し
た
が
、
漢
詩
一
首
と
着
色
版
画
一
一
点
が
収
め
ら
れ
て
い

る
。

　

画
帖
を
包
む
丸
帙
に
「
漱
石
遺
墨
」
と
い
う
題
箋
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
資

料
名
を
「
漱
石
遺
墨
」
と
し
た
が
、
こ
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の

が
漱
石
没
後
の
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
に
春
陽
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
漱

石
遺
墨
集
』（
全
五
冊
）
で
あ
ろ
う
。
本
資
料
は
こ
の
『
漱
石
遺
墨
集
』
と
は

ま
っ
た
く
違
う
も
の
で
は
あ
る
が
、『
漱
石
全
集　

第
二
七
巻
』（
岩
波
書
店　

一
九
九
七
）
に
は
清
水
康
次
氏
の
手
に
よ
る
『
漱
石
遺
墨
集
』
の
書
誌
情
報
と

し
て
次
の
よ
う
な
記
述
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

公
刊
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
漱
石
の
回
忌
の
記
念
に
作
ら
れ
た
と
思

わ
れ
る
『
漱
石
遺
墨
』
の
存
在
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
一
九
一
八
年
一
二

月
三
日
の
夏
目
鏡
子
の
林
原
耕
三
宛
の
書
簡
（
林
原
著
『
漱
石
山
房
の

人
々
』、
一
九
七
一
・
九
）
に
は
「
漱
石
遺
墨
第
二
」
と
あ
る
の
で
、
複

数
の
も
の
が
作
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
の
文
章
か
ら
漱
石
の
書
画
を
集
め
た
未
公
刊
の
「
漱
石
遺
墨
」
が
数
種
類

存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

さ
ら
に
『
夏
目
漱
石
遺
墨
集　

第
三
巻　

絵
画
篇
』（
求
龍
堂　

一
九
七

九
）
所
収
の
芳
賀
徹
氏
の
解
説
に
よ
る
と
、「
夏
目
家
が
漱
石
追
悼
の
た
め
に

編
ん
で
縁
故
の
人
々
に
配
っ
た
画
帖
」（
以
後
、
追
悼
画
帖
と
略
す
）
が
あ
っ

た
と
い
う
。
お
そ
ら
く
芳
賀
氏
の
言
う
追
悼
画
帖
と
清
水
氏
の
言
う
漱
石
遺
墨

は
同
じ
も
の
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
本
資
料
と
の
関
係
は
後
述
す
る
と
し

て
、
次
に
内
容
を
簡
単
に
見
て
い
き
た
い
。

　

実
は
本
資
料
に
収
録
さ
れ
た
す
べ
て
の
書
画
作
品
は
前
述
し
た
『
夏
目
漱
石

遺
墨
集
』
の
第
三
巻
・
第
四
巻
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
内
容
に
つ

い
て
は
こ
の
両
巻
の
解
説
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
を
ま
ず
は
お
断
り
し
て
お
く
。

　

冒
頭
の
漢
詩
の
釈
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

芳
菲
看
漸
饒
（
芳
菲
漸
く
饒
か
な
る
を
看
る
）

　
　

韶
景
蕩
詩
情
（
韶
景
詩
情
を
蕩
が
す
）

　
　

却
愧
丹
青
枝
（
却
っ
て
愧
ず
丹
青
の
枝
）

　
　

春
風
描
不
成
（
春
風
描
け
れ
ど
も
成
ら
ず
）

　
　
　
　

乙
卯
（
大
正
四
）
春
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

漱
石
山
人
自
画

　

こ
の
漢
詩
は
も
と
も
と
『
不
成
帖
』
と
題
さ
れ
た
漱
石
の
書
画
帖
の
冒
頭
に

収
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
六
月
の
漱
石
の

日
記
に
も
同
様
の
漢
詩
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

　

所
収
さ
れ
て
い
る
絵
画
作
品
一
一
点
の
タ
イ
ト
ル
は
次
の
通
り
。
番
号
は
写



真
と
適
合
し
て
い
る
。
そ
し
て
カ
ッ
コ
内
の
名
称
は
、
も
と
も
と
こ
の
作
品
が

収
録
さ
れ
て
い
た
画
集
名
で
あ
る
。

　
　

１
．
漢
詩　

（『
不
成
帖
』）　　
　

２
．
椿
図
（『
不
成
帖
』）

　
　

３
．
春
蘭
図
（『
画
帖
』）　　
　
　

４
．
竹
林
図
（『
不
成
帖
』）

　
　

５
．
藤
花
図
（『
観
自
在
帖
』）　　

６
．
牡
丹
図
（『
観
自
在
帖
』）

　
　

７
．
松
林
図
（『
観
自
在
帖
』）　　

８
．
春
蘭
図
ヵ
（『
不
成
帖
』）

　
　

９
．
竹
石
図
（『
観
自
在
帖
』）　　

10
．
芭
蕉
図
（『
咄
哉
帖
』）

　
　

11
．
椿
図　
　
　
　
　
　
　
　

 　

12
．
東
家
西
屋
図
（『
画
帖
』）

　

一
一
点
中
一
〇
点
が
、『
不
成
帖
』『
画
帖
』『
観
自
在
帖
』『
咄
哉
帖
』
と
い

う
漱
石
が
こ
れ
ま
で
書
い
た
複
数
の
書
画
帖
に
収
め
ら
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
。

ち
な
み
に
漱
石
の
画
集
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、『
観
自
在
帖
』
は
、
漱
石
が
大

正
四
年
（
一
九
一
五
）
三
月
一
九
日
か
ら
四
月
一
六
日
ま
で
京
都
に
滞
在
し
た

際
に
知
り
合
っ
た
京
都
祇
園
の
茶
屋
「
大
友
」
の
女
将
で
あ
る
磯
田
多
佳
に
、

『
咄
哉
帖
』
お
よ
び
『
不
成
帖
』
は
、
同
じ
く
京
都
の
野
村
き
み
に
贈
っ
た
も

の
で
あ
る
。『
咄
哉
帖
』
と
『
不
成
帖
』
は
後
に
大
塚
巧
芸
社
か
ら
実
物
大
の

複
製
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
漱
石
の
書
画
帖
に
所
収
さ
れ
て
い
な
い
「
11
．
椿
図
」
も
芳
賀
氏
の

解
説
に
よ
る
と
『
漱
石
没
後
、
夏
目
家
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
『
画
帖
』
に
収
め

ら
れ
て
い
る
』
と
あ
り
、「
４
．
竹
林
図
」
と
「
12
．
東
家
西
屋
図
」
も
追
悼

画
帖
の
中
に
収
録
さ
れ
た
も
の
と
同
じ
作
品
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
芳
賀
氏

は
追
悼
画
帖
に
つ
い
て
「
夏
目
家
作
の
画
帖
は
こ
の
四
画
帖
の
う
ち
か
ら
適
宜

選
択
し
て
組
み
合
わ
せ
た
も
の
の
よ
う
だ
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
資

料
は
芳
賀
氏
が
言
う
追
悼
画
帖
と
同
一
の
も
の
と
い
う
可
能
性
は
高
く
、
漱
石

の
年
忌
の
際
に
夏
目
家
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
画
集
「
漱
石
遺
墨
」
の
一
つ
と
考

え
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
本
資
料
は
残
念
な
が
ら
原
型
を
止
め
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

今
回
、
八
木
書
店
古
書
部
店
長
・
八
木
朗
氏
に
本
資
料
を
見
て
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
、
蛇
腹
折
り
の
部
分
が
一
部
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
本
来

は
「
９
．
竹
石
図
」
と
「
10
．
芭
蕉
図
」
の
間
に
も
う
一
帖
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
指
摘
を
受
け
た
。

　

ま
た
同
じ
く
八
木
氏
に
よ
る
と
、『
不
成
帖
』
な
ど
を
刊
行
し
た
大
塚
巧
芸

社
が
同
じ
版
木
を
使
用
し
て
作
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
と
い
う
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
い
た
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
「
漱
石
遺
墨
」
は
数
種
類
あ
っ
た
。
本
資
料
が
そ
の
う

ち
の
ど
の
「
漱
石
遺
墨
」
に
当
た
る
か
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
が
、
本
資

料
の
公
開
に
よ
っ
て
、「
漱
石
遺
墨
」
の
書
誌
情
報
を
解
明
す
る
一
助
に
な
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

※
本
解
説
を
記
す
に
当
た
っ
て
は
、
専
修
大
学
文
学
部
教
授
・
高
橋
龍
夫
先

生
、
東
京
成
徳
大
学
人
文
学
部
教
授
・
庄
司
達
也
先
生
、
八
木
書
店
古
書
部
店

長
・
八
木
朗
氏
に
多
大
な
る
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

 

（
大
学
史
資
料
課　

瀬
戸
口
龍
一
）
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